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はしがき

今年も昨年に引き続いて『学校経営学論集』第 2号を発行することができました。

昨年は大学院博士課程の授業 f学校経営学特講」で議論したことをもとにして，その受

講生の有志に執筆してもらいましたが，今年は大きく趣向を変えることにしました。

この第2号に掲載されている論考は，毎週開催している学校経営学研究会に常時参加し

ている博士課程院生，かつてこの研究会に参加していた OB，そして筆者によるものです。

来年以降もこのようなかたちで続けていきたいと思っています。

続生による掲載論考はし＼ずれも，研究会代表である筆者が査読して修正コメントを付し

ていったん返し，本人が修正をほどこしたものです。こうした手順を経ていても，いろい

ろと不十分なところがあるものと思います。その責めは，研究会を主宰して指導を行って

し1る者が負わなければなりません。忌俸のないご意見を賜れれば幸いです。

荒自ljりの内容であっても敢えてこのような冊子を作成することにしたのは，学校経営学

を専攻して研究者を志す人たちと，同窓の若い研究者たちが，新規の研究課題に取り組ん

でその成果を交流し合う場を増やしたかったからです。このささやかな冊子が，厳しいレ

フェリー制度をとる学会機関誌とは異なるかたちで，この分野の若い人たちが互いを磨き

会う役割を果たしていってほしいと思っています。

ここに掲載された各論考の執筆者には，他の研究者の方々に向けて自分の論考を発表す

ることによって，問題意識をさらに洗練させ，研究内容を磨き上げていってくれるチャン

スにしてくれることを願っています。

読者の皆さんには，厳しくも温かいご指導・ご助言をいただければ幸いです。

2014年 2月

筑波大学人間系教授 浜田博文
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